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こころの
測り方

　死ぬときにはどんな気持がする
のか？　自分にはいつから意識が
あるのか？　他人と自分は同じよ
うに世界を見て，空を同じく青い
と感じているのか？　動物やロ
ボットが何かを感じることがある
のか？
　心理学や脳科学研究を目指して
いる読者には，こういう主観性の
問題をきっかけとしてこの道にす
すんだ方もいるでしょう。私も
そうでした。歴史的には，主観・
意識・クオリア（＝意識の中身，
「青の青さ」）は直接に「測定」が
できないので研究できないとされ
てきました。厳密測定できる「行
動」のみを実験し解析すべき，と
する行動主義心理学。主観性を
研究対象外とする行動主義は，哲
学・臨床研究・認知脳科学に今で
も影響を与えています。
　近年脳イメージングが発展し，
私たち自身が実験参加者となり，
主観的意識に対応した脳活動を計
測できるようになり，極端な行動
主義の考えを取る人は減っていま
す。では，意識やクオリアは，脳
イメージングと心理学手法を組み
合わせれば，その仕組みがわかる
ようになるのでしょうか？　この
話題に興味がある読者の方には，
私の著作『クオリアはどこからく
るのか？：統合情報理論のその先
へ』（岩波科学ライブラリー）な
どで深掘りしてみてください。
　本稿では，新しい意識研究手法
として注目されている「無報告課
題」と「大規模類似度課題」を紹
介します。クオリアとその測定の
関係性，つまり，判断や報告など
の行動と主観性には，どういう関

係があるのでしょうか？
　意識は測定できないとは，脳活
動測定ができなかった時代に，実
験参加者が何を考え感じている
かは原理的にわからない，という
考えから生じました。心理学で外
から制御できるのは，外界の刺激。
計測できるのは実験参加者の行動。
刺激を入力として行動を予測でき
さえすれば，意識なんてわからな
くてよい，という考えです。
　話はそれますが，私は子供の頃，
ドラゴンクエストというゲームが
大好きでした。ある日，当時売り
切れで手に入らなかったドラク
エ「攻略本」が届き，私は興奮し
て読み始めました。ところが，こ
れが超ガッカリ！　私が好きだっ
たのは「ドラクエ経験」であって，
経験とは関係のない入出力の部分
（アイテムに関する情報など）は，
役には立ったけど，私の興味では
なかったのです。
　同じように（強引！），私の
元々の興味は「生きられた経験・
クオリア」だったのに，いつの間
にか，経験を持つ実験参加者の行
動や脳活動ばかりを研究している
ことに気づく時があります。攻略
本的なガッカリ感はどうしようも
ないのでしょうか？
　この問題と関係するのが，哲学
者の西田幾多郎や現代心理学の父
であるウィリアム・ジェームズら
が論じた「純粋経験」という考え
です。ちなみに藤田正勝の『現代
思想としての西田幾多郎』（講談
社）は，私でもスイスイ理解でき
た（と思う）のでおすすめです。
　純粋経験は，判断や言語化の前
にある経験そのもののことです。

「私がりんごを赤いと思う」では
なく「赤いりんご」むしろ「赤」
だけです。私という主体がりんご
という対象を赤いと思うという経
験を持つ，という枠組みを一度捨
ててみようという話です。赤ちゃ
んや動物は「赤」と言語化しない
でしょうから，彼らの意識は純粋
経験でしょう。
　純粋経験は，主観そのものを
研究したいと考えている人には
面白い概念です。が，判断する前
の経験など，研究対象になるので
しょうか？　言語化されない内容
は，脳内の微弱な神経活動に対応
し，意識にはのぼらないのかもし
れない。たしかに，短時間の刺激
提示状況では，意識的にアクセス
できない脳活動が生じることが観
察されます。言語化されないなら，
なにも意識されないという考えは
ヘーゲルなどの西洋思想に見られ
ます。
　しかし，無意識に対応する脳活
動と，注意を向けず報告もしない
が意識にのぼっている脳活動は，
質的に相当違うことが近年わかっ
てきています 1。眼球運動などを
計測すれば，無報告でも主観経験
を高い精度で予測できる状況も知
られています。「無報告課題」に
より，純粋経験の神経基盤に近づ
ける可能性があります。
　無報告課題では直接に実験参加
者から報告を得ないので，どうし
ても不安が残ります。意識研究の
文脈では，注意を向けていないと
きには，目の前に見せられた目立
つ物体すら見えない，という状況
もあります 2。そんな状況を知っ
ていれば，無報告課題には抵抗が
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あるかもしれません。
　このジレンマを解決するために，
無報告課題と組み合わせて使うと
有望なのが「大規模報告課題」で
す 3, 4。 オンラインで実験を組め
ば，実験室では難しい大量の知覚
刺激に対して，大多数の実験参加
者からデータを得ることが容易に
なります 5, 6。これを活かし，予測
ができない刺激を一瞬だけ見せら
れたとき，言語 4や視覚プローブ 3

を使って，視覚経験の中身を各参
加者が部分的に報告する。それら
を総合したものを参加者集団が共
通に経験しうるものとみなせます。
　たとえば，我々は大規模報告課
題を使い，一瞬見せられた自然画
像の中に，画像のテーマにそぐう
もの・そぐわないものがどれだけ
意識にのぼるかを計測しました 3, 4。
このような状況では，部屋の外や
中，乗り物や人，といった大雑把
なカテゴリーしか報告できないも
のでしょうか？　我々の実験では，
細かいレベルの具体物，たとえば
エッフェル塔などですら，133ミリ
秒という提示時間（マスクあり）
でも，ほとんどの人が報告できま
した。ならば，無報告条件下で同
じ写真を見せても，大体の参加者
ではエッフェル塔が見えているは
ずだ，という予想が立ちます。一
方，画像内の物体の入れ替え，たと
えば，掃除のモップをカヌーのパ
ドルに入れ替えるなどしても，そ
の物が画像に対して小さい場合，
多くの参加者が気づきません。今
後，どのように注意をそらせば，明
らかな違いに人が気づかないのか，
ということも大規模報告課題で明
らかにできるでしょう。
　確率的に意識・クオリアが生じ
る状況は，これまでの心理学・脳
科学では，意識のメカニズムに迫
るための最も重要な課題だとされ
てきました。外部刺激を一定に

していても，見える人と見えない
人がいる状況で，彼らの脳の働き
方の違いを理解すれば，意識のメ
カニズムの理解につながるはずだ，
という論理です。しかし，日常で
私たちが経験する意識というのは，
確率的なものだらけではないで
しょう。歴史的に，心理物理学で
は，基本となる「ものさし」とし
て「丁度可知差異」が使われてき
ました。そういう確率的で，微細 
な主観的な違いだけに注目せずと
も，主観感覚の直接の報告や，類似
度報告といった他の方法を使えば，
よりグローバルなクオリアの構造
を捉えられます。ある明度・彩度
における色のパッチを集めて，そ
れらの距離が主観的な類似度にな
るように配置しようとすると，環状
の色構造が明らかになります。こ
ういうクオリアの構造を支える脳
活動を明らかにする，というのが，
我々が提案している「クオリア構
造」プロジェクト7の一部です。
　クオリア構造では，大規模報告
と無報告課題を組み合わせた研究
も行っています。大規模に色の類
似度をオンラインで測ると，色の
類似度構造は，通常言われている
ような三次元（明度，彩度，色彩）
では捉えられなさそうです。また， 
様々な色を無報告課題で見せると， 
報告に関する脳部位の活動は減
少しますが，視覚野での活動は
変わらないか，むしろシャープに
なっている，という予備的な結果
も得ています。このような結果
を積み上げることで，我々の日常
生活の直観にしっくりくる，西田
やジェームズが言っていた，言語
化・報告・判断の前の「純粋経
験」の世界を研究する手立てが得
られるのではないでしょうか？
　意識やクオリアは研究できない，
とするような概念的なバリアは，
オンライン実験などの新しい心理

学のツールや，高精度の脳イメー
ジングや，理論神経科学（統合情
報理論）などと結びつくことで，
どんどん崩れていくことでしょう。
研究の妨げ・理解のバリアを根本
的に問いただせば，モノとこころ，
脳と意識の関係性への理解の道が
開けて来るでしょう。その道の先
に，主観と客観は対立したものと
考えるべきか，という西田の根源
的な問いがあり，この世界のあり
方，人間の生き方へのヒントがあ
るのかもしれません。
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